
 

 

 

 
 
 

四ツ葉学園では、生徒自らが設定した課題の解決に向け、教科の枠を超えて知識・技能を関連させ、自ら

思考・判断・表現したり、他者と協働的に活動したりする中で解決策を探究する活動として「みらい探究」

を６年間を通し系統的に取り組んでいます。今回、その探究活動の成果を発表する「全校成果発表会」を、

本校アリーナＡで開催しました。 

発表後には、三条市立大学教授の福井隆史（ふくい たかし）先生から各発表に対する指導・講評と、「テ

ーマの立て方、テーマの深め方」についてお話をいただきました。自ら課題を設定し、その解決のために必

要な情報を収集・分析したり、他者と意見交換したりしながら課題解決を進める力は今後ますます求めら

れます。今回の発表会がさらに各自の探究活動を深めるきっかけとなればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  少年の主張大会は、中学生が日頃の生活の中で感じた家族や友人、地域の人々に対する思いや感謝、ある    

いは感動したり感銘を受けたりした経験、更には将来への決意などを自分の言葉で表現し、同世代のみなら 

ず社会に向けて発表する場として実施されています。今回行われた校内大会では、各学年大会で選出された 

学年代表が堂々と発表を行いました。6月 25日に開催される伊勢崎市大会へは最優秀賞の樋口 湊さんが出 

場します。学校代表として、みんなで声援を送りましょう。  

 

【結果】 

最優秀賞：樋口 湊 さん（3－1）「解像度を上げる」 

 

優秀賞：園田 優里 さん（3－4）「長寿を誇れる日本へ」  

矢部 薫子 さん（1－3）「認知症がかかえる問題」 

 

                                                                  最優秀賞の樋口さん 
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